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要旨

本研究では、幼稚園におけるウサギの飼育体験活動を通して、子どもがどのような体験をするのかを検討した。事前

の面接調査に基づいて幼児を 4つのタイプに分類し、飼育当番中の子どもの言動の観察、生命尊重に関する態度に関

する面接調査、ウサギの描画、担任保育者からの聞き取りという 4つの測度に基づいて、飼育体験がもたらす効果を

検討した。その結果、子どものタイプごとに飼育体験が持つ意味が異なっていることが示された。家庭での動物飼育

体験があり生命尊重の意識が高い子どもにとっては、ウサギの飼育体験は顕著な態度の変化をもたらさなかった。家

庭での動物の飼育体験があり、かつ生命尊重の意識が低い子どもにとっては、ウサギの飼育体験は生物の理解を高め

る効果はもたらすが、生命尊重の意識を高めることはなかった。家庭での飼育体験がなく生命尊重の意識が低い子ど

もにとっては、飼育体験は生命尊重の意識を高める効果があった。なお本研究においては、飼育体験がないが生命尊

重の意識が高い幼児は、飼育体験後には生命尊重の意識がより高くなっていたが、これはウサギ飼育の体験以外の要

因が影響を及ぽしている可能性があるため、今後のさらなる検討が必要である。
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問題と目的

平成29年版幼稚園教育要領（文部科学省，2017a)の「第

2章保育の内容」では、領域「環境」について以下の

3つのねらいが設定されている。

(1)身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な事

象に興味や関心をもつ。

(2)身近な環境に自分から関わり，発見を楽しんだり，

考えたりし，それを生活に取り入れようとする。

(3)身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，

物の性質や数量，文字などに対する感覚を豊かにする。

この中でねらい (1)を達成するために体験すべき内

容として「(5)身近な動植物に親しみをもって接し，生

命の尊さに気付き，いたわったり，大切にしたりする。」

という活動が設定されている。幼児期には、単に本や映

像などで動植物について疑似体験するのではなく、動物

の飼育や植物の栽培を実際に体験することが有効だと考

り、疑問をもつことで新たな発見を喜んだりすることが

できると述べている。そこで、動植物の飼育・栽培体験

がどのような教育的効果をもたらすのか、実証的な研究

が必要となってくる。

小林・板倉・米崎・稲垣・神川 (2018)は、富山大学

人間発達科学部附属幼稚園（以下、附属幼稚園と略記）

においてウサギの飼育体験を重ねることが、ウサギとい

う生物の特徴や生態（食餌・排泄など）を実感するため

に効果があることを示した。

附属幼稚園におけるウサギの飼育当番活動は次の通り

である。年長児が生活班の 3~4名からなるグループが

当番制で飼育当番を担当している。当番は「ボウル洗い

隊」と「ブラシ洗い隊」の 2つの役割に分かれている。「ボ

ウル洗い隊」は、餌を入れ替え、ボウルを洗い、日替わ

りの野菜をウサギ（ミミちゃん）の食べやすい大きさに

切るという仕事内容である。「ブラシ洗い隊」は、飼育

小屋内の排泄物をほうき、ブラシを用いて掃除する。飼

えられている。小山 (2017)は、図鑑等の間接体験より 育活動の最後にはウサギとの触れ合いや観察の時間を設

も本物の自然に触れる直接体験の方が、幼児にとってよ けている。ウサギ小屋の前にはクローバーが一面に生え

り知的好奇心が揺さぶられたり、様々な感情体験をした た小さな広場があり、そこに柵を広げてウサギを入れ、

1富山大学人間発達科学部附属幼稚園 2富山大学人間発達科学部 3魚津市立大町幼稚園
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子どもたちがウサギとふれあう時間を設けている。

小林ら (2018)は、飼育当番を体験する前（年中児の

2月）と 5回体験した後（年長児の 10月）にウサギを

対象とした描画を行い、その変化を比較した。その結果、

2足で直立し衣服をまとった擬人化された絵（アニミズ

ム的表現：藤崎，2003)から実際に幼稚園で飼育してい

るウサギに近いリアリズム的な表現に変化したことを報

告している。

しかし小林ら (2018)は、飼育体験前後の描画を比較

しただけであり、実際の飼育活動中の幼児の行動につい

ては報告がなされていない。したがって、どのような体

験が生物学的理解を深めることにつながったのかを検証

する必要性が残っている。

そこで本研究では、小林ら (2018)が収集した観察記

録を詳細に検討し、観察対象となった幼児が飼育当番の

中でどのような経験を積み、ウサギに対する認識や生物

を慈しむ感情が育っていくのかをする。しかし、ウサギ

の飼育当番を体験する前の子どもの状態（レディネス）

によって飼育体験の持つ意味が異なってくると思われ

る。特に、家庭で動物の飼育体験を十分に積んでいる場

合には、ウサギの飼育当番を数回体験することの効果は

小さいと思われる。また、生物を慈しむ感情を有する幼

児とそうでない幼児では、飼育当番への関与の仕方が異

なると思われる。

そこで本研究では、事前の個別面接によって幼児を 4

つのタイプに分け、その中から対象児を抽出して飼育当

番中の行動を観察する。そして、当番の活動中の発言や

行動から、ウサギに対する態度がどのように変化したか

を検討する。さらに、こうしたウサギに対する態度の変

化とウサギの描画の変化を関連付けて、飼育体験の持つ

意味を検討するものである。

方法

対象児 小林ら (2018)の研究に参加した附属幼稚園の

年長児のうち 8名（男児4名、女児4名）を対象とした。

対象児の選出は次の手続きによって行った。

三崎・長坂 (2008)の調査を参考に、質問の文言を一

部変更した個別の面接調査を、第 2著者が年中児35名

（男児14名、女児21名）に実施した。その中の「いき

ものが捨てられていたらどう思いますか」という設問の

回答と、実際に動物の飼育を行った経験があるかどうか

に基づいて幼児をA~Dの4つのグループに分類した。

「いきものが捨てられていたらどう思いますか」という

設問については、「とても悲しい」とそれ以外の回答（「ど

ちらともいえない」「ぜんぜん悲しくない」）に分けた。

4つのグループを Table1に示す。

Table 1の基準に沿って 35名の幼児を 4つのグルー

プに分類したあと、担任教諭と協議して観察対象児を各

グループから 2名ずつ選出した。選出に当たっては、理

解力や描画能力などの発達が定型発達であることを基準

飼
育
体
験

あり

なし

Table 1幼児の分類

「生き物が捨てられていたら」

とても悲しい それ以外

A B 

D
 

c
 （注）数名の幼児は4群に分類できなかった

とした。

測度飼育体験の効果を評価するために、以下の 4つの

測度を用いた。

(1)飼育当番中の行動観察 第 2著者がビデオカメラ

で対象児の飼育行動を録画した。飼育当番活動の始まり

の挨拶（「はじめましょう」）から、終了の挨拶（「おわ

りましょう」）までの間を録画した。その映像を文字化

い記録を「生き物に対する理解や愛着がみられる言動」

「生き物の命をないがしろにする言動」「当番の仕事に取

り組む様子」「対象児の個性」「保育者からの指導や援助」

という 5つのカテゴリーに分類した。分類カテゴリーを

Table 2に示す。

Table 2飼育当番中の行動の分類カテゴリー

カテゴリー 発言・行動の例

生物への理解•愛着 リスと体色が似ていることに気づく

ウサギを触り「かわいい」という

生物の軽視 ダンゴムシをボケットに入れる

審の毛先で毛虫を掃＜

当番の仕事 まず00するんだね

重心を前にしてブラシで床をこする

対象児の特徴 リーダーシップをとる

友達とあまり関わらない

保育者からの援助 ダンゴムシも大切にしてほしい

ちりとりの使い方を教える

(2)生命尊重についての面接調査対象児の選出手続

きの部分でも述べたように、三崎・長坂 (2008)の調査

を一部改変した個別の面接調査を行った。事前の調査は

飼育体験が始まる前のX年2月（年中児）に行い、事後

の調査は飼育体験後のX年10月に実施した。

具体的な設問は、「生き物が好きですか」、・「生き物が

捨てられていたらどう思いますか」、「生き物を可愛がっ

て大切にしていますか」、「自分より弱い人や生き物を

守ってあげたいですか」の 4つである。口頭で設問を読

み上げた後で、「とても～である」から「全然～でない」

の5段階尺度の選択肢を書いた紙を提示し、それをを読

み上げながら自分に当てはまると思う選択肢を 1つ選ぶ

ように求めた。

(3)ウサギについての描画調査 飼育体験の開始前 ex
年2月）と飼育当番活動を 5回体験した後 ex年 10月）
にウサギの描画を実施した。「自分の思うウサギの絵を
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描いてください」という教示と共に、白色・八つ切の画

用紙を 1枚ずつ配布し、各自が所有するマーカーペンで

自由にウサギの描画を求めた。

(4) 担任教諭からの聞き取り 対象児 8名の描画調査

の変化が幼稚園における飼育活動を通した変化であるか

どうかを確認するため、描画調査実施後に保育者に向け

た聞き取り調査を行った (X年11月）。 8名の対象児そ

れぞれの「4月から現在に至るまでの描画の経験」「担

任保育者からみた描画の変化の解釈」「幼稚園の生活に

おける生き物との関わり」について尋ねた。

実施期間 X年2月~11月に実施した。具体的には以

下の通りである。

・行動観察 4月~10月

・面接調査／描画調査 2月・ 11月

・担任への聞き取り調査 11月

結果

文字化された行動観察の記録をエビソードに分けたと

ころ、対象児8名について全 160エピソードが収集され

た。エピソードが最も少なかった幼児は 13エビソード

であり、最も多かった幼児は 31エピソードであった。

これらのエピソードに対して、幼児教育を主な専攻と

する学生3名が独立して分類したところ、 3名で一致し

たものが105エビソード (66%)であった。 3名中2名

の一致が見られたものは 46エピソード (29%)であっ

た。 2名以上が一致した場合はそのカテゴリーを採用し

た。 3名の間で評価が分かれたエビソードは、 3名の協

議によってカテゴリーを決定した。

対象児8名のが参加した飼育活動の回数と、観察エピ

ソード、事前・事後の描画、担任保育者による解釈を以

下に示す。

なお、多くの幼児は第1回の当番の際には自分の仕事

を習得するので精一杯だったため、ウサギとの関わりが

ほとんど見られなかった。しかし、初回からウサギに関

する言動が見られた幼児については、第 1回の言動につ

いても記載した。

(1) Aグループの幼児

C1児（女児）の言動：

第2回：
仕事内容に自分で気づき行動する姿がみられる。「ミミちゃ
んが食べやすい大きさ？」と先生に聞くなど、ミミちゃん
の立場にたって考える姿が見られる。ダンゴムシを見付けた
際には、「今先生ダンゴムシ踏みそうになってた」と発言し
生きものの命について考えることができている様子が見られ
た。
第3回：
ミミちゃんの動く様子を自分の目で確認すると嬉しそうな様
王を終始みせる。当番が2人しかおらず、それぞれの役割担
当が 1人だったためか、仕事をするよりも、友だちとクロー
バー摘みの作業を一緒にすることが今日の当番のなかで最も
楽しいような様子が見られた。ミミちゃんの体の色を見て
他の動物（リス）に色が似ていることに気付く。

第4回：
教育実習生に当番の仕事内容を説明することができる。野菜
を切るジェスチャーでしたい仕事を伝えたり、頑張るぞとい
うガッツポーズを見せたりなど当番に対して意欲が見られ
る。野菜を切りながらミミちゃんに話しかける姿から、仕事
をしながらもミミちゃんに関わる様子が見られた。また、
ミちゃん、あんまりニンジン好きじゃないんだよ」と発言す
五など、「ミミちゃんはニンジンを好んで食べない」という
ミミちゃんの食に関する発言をする。ミミちゃんが食事をし
ている様子をみて「あー、触りたい」「わたし切ったやっ（食
べてる）」「おいしそうに食べてる」と発言する。
第5回：
友だちのエプロンの紐を進んで縛ってあげる。ミミちゃんの
うんちに対して 「くっさーい」と口を押えて笑ったり、「ミ
ミちゃんの匂いがする」と発言したりするが、臭いにおいが
することは人間も同じだということを友だちに伝える。また、
糞だらけではミミちゃんが困ってしまうことをミミちゃんの
気持ちに共感し発言する。ミミちゃんに食べさせるクロー
バーを摘みながら、クローバーの葉の形を観察したりミミ
ちゃんが葉を食べることを実際に見て認識したりしている。

（注） ：当番の仕事 ：理解•愛着
: 2つが混在するエピソード （以下同様）

図1 C 1児の描画（左：事前右：事後）

担任の解釈：飼育体験前後の描画の変化に関して、ウサ

ギにとって何が必要なのかが具体的に理解できている。

飼育体験前には見られなかったリボンなどの装飾がある

が、ミミちゃんやウサギは可愛ぃ、という感情が込めら

れた装飾と考えられる。「ミミちゃん」というこだわり

があって茶色に塗っているのではないか。

C2児（女児）の言動：

第2回：
友たちのエプロンを結んであげたり、次にする作業を覚えて
おり自分から仕事を進めたりする姿が見られる。ミミちゃん
の糞（大きさや数）、食事（水をいっぱい飲む）について、他
者に言葉や手ぶりで伝えることができる。アリがミミちゃん
の餌を食べている様子を見付け、他の生きものにも関心を向
旦ゑ。大根の葉はどのようなものなのか、ミミちゃんを生物
のウサギとして捉え「こんなに食べるの」と初めて知ること
に驚いたり、理解を深めたりする様子が見られる。ミミちゃ
んを優しく撫でた後、自分の両手をすり合わせてふわふわ
だったことを実感する。
第3回：
ブラシ掃除に使うバケツの水の中にアメンボがいたことを友
だちと話す。プラシの毛先をうまく使って掃除することがで
きない。ミミちゃんと触れ合い、先生と話をしながら、立竺
ギの髭はイラストのような 3本髭ではなくたくさんの本数が
生えていることに直接目で見て気付く。ミミちゃんを掃除後
小屋に入れてあげても、ボウルによそった餌をすぐには食べ
笙いことに「せっかくきれいにしたのに」と残念がる様子が
みられる。
第4回：
「C2ちゃん、切る Iと、自分のしたい仕事を伝えたり、マス
クをつける約束を「マスクするお約束だよ、動物は違うから 1
と友だちに教えてあげたりなど当番活動に積極的な姿が見ら
れる。また、役割分担を中心になって決め、リーダーシップ
主上ゑ姿も見られる。ボウルを洗う際、ボウルに付いた野菜
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の汚れから、「ミミちゃん、おいしいもの食べてる」とミミちゃ

んの食事について考える場面もあった。包丁でニンジンを切

る際「小っちゃくなってるから、 ミミちゃん食べやすいと思

う」と発言したり、ミミちゃんの藁の家が食べられるように

なっていることを「お菓子の家みたいだね」と、先生と一緒

に話し合ったりしたことからも、今回の飼育ではミミちゃん

の食について考える姿が見られた。

第5回：

友だちのエプロンの紐を結びながらミミちゃんが小屋の中で

過ごしている様子を観察する。時どき「ミミちゃん」とミミ

ちゃんに向かって声を掛けたり、「あ、いた、あそこ！」と

皆に教えたりする。ボウルを洗う際、ミミちゃんの毛が水に

浮いていることに気付く。友だちにぞポ之ジの硬い部分'.1:~洸
うと豆れが且り］空主いこと定教え＿てあ旦る。野菜を切る際、
先生から今日のカブは皆で植えたカブの葉であることを教え

られる。触れ合いの時間、ミミちゃんかあたたかくぱちゃぽ

ちゃであることから「お相撲さんみたい」と発言する。後半

でミミちゃんが小屋から脱走する場面があり、ミミちゃんは

年を取っているのに走れることに「ミミちゃん、おばあちゃ

んなのに」と驚く。友だちから「ミミちゃんって何歳？」と

聞かれると「犬の歳によるとねー」と犬の歳の数え方と比較

することができる。

図2 C砂もの描画（左：奉前右：事後）

担任の解釈：飼育体験前の描画に比べ、飼育体験後の描

画は顔が前になっている。ウサギの体の位置関係がわ

かっている。ピンクの色をしたウサギが出てきたが、年

長4月からの保育の中でイラストのウサギに触れる経験

はしていない。年少児の時に壁面の装飾などでウサギに

触れる経験はあった可能性がある。遊戯室の装飾もピン

ク色をしたウサギを用いていたことがあったため「ウサ

ギ＝ピンク」という固定概念があるかもしれない。

(2) Bグループの幼児

い児（男児）の言動：

第 1回：

先生から何度か仕事内容の指示があってから行動する様子か

多く見られる。ほうきの使い方かわからず、先生~一緒に持っ
文心らい教えてもらう。ミミちゃんの行動を「ミミちゃん（今

はごはん食べてないけどきっと）後から食べるよ」と予測す

る発言をする。当番の活動として掃除する小屋の隣にもう 1
つ小屋があることに興味を持つ。

第2回

自分のしたい仕璽に三いこ王張する。「いっぱいあるなあ、
ミミちゃんのうんち」「端っこにたくさんうんちがあるんだ

ょ」など、ミミちゃんの糞について理解を深める様子が見ら

れた。「エ之シも仕事杏憂んたよね」「とこに捨てるん＿だっ

け？」と且分から確認ーしにり尋ねtこりす＿昼様子が見られる。
ミミちゃんの毛並みの様子をよく観察し、手の平、手の甲な

どいろいろな試し方でミミちゃんを触る。

第3回、：
プラシ洗い隊の仕事を 3度目として引き受ける。且分から＿睾
先して婦除用具を取りに行ったり＿、＿叢生最鯰まで諦型ずに且

分なり竺右藍で取ろうとし］こりー 目一竺ーの役割り仕事に責」玉窒
も2ーて取り組む様子か見られた。一緒に活動している友互E
ピ仕事［荘翠教え＿てあげ歪ことができる。触れ合いの時間に、

触った手を顔にすりつけるなど自分の体で体感している。口〉

さぎ＝白色の体」という概念をもっている。ウサギ以外の生

きもの（アリ）の命を大切にする姿が見られた。

第4回：

「ミミちゃんのうんちぺさいから担外言洗うの一(j戸？ル洗い
隊）、ごいいよ」「ミミちゃんのうんちくさくないなら、プラ

シでもいいけど」と発言するなど、小屋の中が糞でいっばい

だったことから、小屋の中には入りたくないという気持ちを

持っていなからも、ミミちゃんはかわいいという感情をもっ

ている様子が見られた。自分のやりたい役割を友だちに譲る。

キャベツをちぎりながら、「ミミちゃん太っちゃうよ」とミ

ミちゃんの体を考えた発言をする。次の日が休日で餌をやれ

ないことから「クローバー、いっばい入れなきゃ」と発言を

したり、「根っこから摘んじゃだめだよ」とミミちゃんの気

持ちを考えられる発言をしたりしている。今日はミミちゃん

の糞が乾燥していることを先生に言われて気付く。「なんで

乾燥しているの？」と先生に尋ねる。

第5回：

噂込エご口ど］「早［やりたい」 [C,,_らうブラシ洸い隊にi_し
たいの）もう且翌なましたよ Iと自分のやりたい仕事を信えた
立上蓋：にほうきを取りに行っ仁りなど飼宣当蓋活動に対し

工積極的竺行動が見られ仁。先生に言われなくても効率の良

いごみの集め友（左燐に集狡ゑ］ができるg 「ミヽヽ-・ミちゃんの
2んちはくさいなあl_fきゃーL くさ:―い Iと発言しなから、
時折、力なくブラ~をこ丈るなどやる気のスイ.2チが切れ
る場面か見られる。生生からブラシの正しいこすり方を教わ

り、「ゴシゴシっていい音するね」と声をかけてもらう。ミ

ミちゃんが餌を食べる様子を見ながら「おばあちゃんだった

ら、八十何歳くらいかな」という発言をする。「あー、出ちゃっ

た一」「ミミちゃん、出ちゃった一」「これ、自分でやったのか」

とミミちゃんが自分で木箱をどかして出てきたことに感心す

ゑ姿が見られ、小屋の柵ぎりぎり近くでミミちゃんを興味深

く観察する様子か見られた。

図3 C3児の描画（左：事前右：亭後）

担任の解釈：ウサギの足が4本であること、耳はこんな

ふうであることを意識して描いたのではないか。 C3児

にしては、胴体の中の色を根気強く塗ったと考えられる。

ら児（叙事）の言動：

第2回：

言葉遣い、話し方がともに強めで、友だちとふざけたり会話

をしたりすることを楽しんでいる様子が見られた。ボウル洗

い隊の仕事内容を先生の指示がなくても把握しており、友だ

ちに教えてあげることかできる。仕事内容以外である、友

ちのマースクか取れてしまうとコ吐文あばることや＼段差炉あ

立注意し..ーてあ旦蚤こーと互ーど◎丘助も多く見られた。先生から、
生物としての知識で、ウサギは歯が伸びるからかじり棒を小

屋内に置いてあることを教えてもらう。ミミちゃんを触り、

「あったかいでしょ」と友だちから声をかけられると「普通

じゃん」と、以前から知っていたような返答をする。

第3回:

モ2ロン査縛？なり、ー先生り手が空か＿望い間、_2 つの＿ク〗こ二
プ旦紅空れておくよ＿う提案したりする＿などェ且：動圧積極的に
行動しようとする姿が見られる。小屋の中の糞をほうきで掃

く際も、友だちと役割を分担することを提案し効率よく当番

活動を進める。先生が「ミミちゃんの髪の毛」という表現を

とると、「ミミちゃんって髪の毛じゃなくて毛じゃないの？」

と、生物としてミミちゃんを捉えている様子。ブラシで床を
・--

こす~J里由（排泄された尿全取」）.,,_.r[ヽ 屋を綺麗丘立ゑ）全把
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動物飼育体験の教育的効果 (2)

握しており、友だちにも教えてあげている。前回のように当

番の話ではなく習い事などの会話を友だちとするが、その中

でミミちゃんに関連してか、人形のウサギの話をもちかける。

「ミミちゃんって幸せだよね Iとミミちゃんの、掃除をして
もらえることの生活の話、小学校での飼育の話を友だちゃ先

生とする。また、クローバーのボウルを「ミミちゃんってよ

く回るからこうしたほうがいいのかな Iと‘ミミちゃんの行
動を予測して置く。
第4回：

エプロンを着けながら小屋の中を観グ察ロし糞がいっぱいあるこ
とを確認する。友だちに「今ね、 ーバー食べとるんぜ I
とミミちゃんの様子を伝える。皆の仕事の役割が決まらず、

「じゃあ、 C、が 1人でプラシする」「 1人でもいい、なんで
もいいから」「なんでもいい」と投げやりな様子をみせる。

当番の途中、小屋の外にいた毛虫に気付く。小屋の中に入る

と、「あ！マスク！マースークー！」「くさいので図付いた！」

とミミちゃんの糞が臭いことからマスクを付け忘れていたこ

とを 1番に気付く。小屋の外に出て皆の分：のマスクを配って
あげ和野菜を切る仕皇をしながらミプラシ菰い隊の世話役

をする（「圭位こで麿かれ Iや「こっちゃるんだよ Iなど） Q
ミミちゃんはニンジンよりもクローバーやサツマイモが好き

なことを「サツマイモ好きなんだよ」「クローバーもX サッ

マイモも好き」と先生に伝えることができる。友だちに「ニ

ンジン、ミミちゃんは嫌いなんだよね」と確認されると」摸

いっていうよりはさー、ふつう 1と発言する。ミミちゃんが

クククと鳴いたことに興巷をもつ。皆が先に片づけの準備を

しているからか、触れ合い時間が皆よりも半分以上少なかっ

た。「ミミちゃんX 網の中に毛虫が侵入してきたらどうする

のかな」と発言する。

第5回：
「もう決まっとるもんね 1「えっと>ほうき‘ほうき込ボウル 1

と外に出るとすぐに友だちとボウル洗い隊になるかブラシ隊

になるか自分たちで決めておく。「じゃあ込にごみを）集めよ

う‘こっち側に集めよう 1小屋の左端を指差し‘ごみをーか
所に集めることを提塞する Q 「うんちがとってもいっばい」「う

んこたくさんあるねー」「うんちの塊ある一」「麿ったうんこ

みたいな白いやつもある Iと入いつものミミちゃんの糞の色
を把握している様子が見られた。糞をほうきで掃きながらミ

ミちゃんが小屋の中で生活している様子を理解する。日主主ュ

見てQ こんなところにまでうんちしとるがやけど」と、すの

この近く（集める場所の対角線の場所）にまで糞があること

に気付いたり、「よくミミちゃんここ来るよねー」と気付い

たりする。プラシで床を磨きながら、ウサギも人間と同じよ

うにたくさん尿を排泄することについて「人間だってたくさ

んおしっこするもん」と同じ立場に立って考える姿が見られ

た。当番の仕事が終わると、ミミちゃんの様子を小屋の外か

ら1番長く観察する。「なんかクンクンしてる」「クンクンっ
て」とミミちゃんの島がぴ＜ぴく動いていることに気付き3

嬉しそうに笑う。

図4 c4児の描画（左：事前右：事後）
担任の解釈：飼育体験前の描画から、ウサギの様々な姿

を捉えようとしていることが伝わってくる。ウサギの姿

から、 C4児にとってウサギには複数のイメージがあり、

髭やうんちが表現されていることで、ウサギについての

理解が深まっていることがわかる。ウサギの生活につい

て描かれた 1枚になっているのではないかと思われる。

(3) Cグループの幼児

Cs児（男児）の言動：

第2回：
終始ダンゴムシが気になる。掃除用具を準備する際や実際に

掃除をする際、友だちに頼ることが乏く目公から丘動しよう

としない。「くさい」という言葉を繰り返し、片手でほうき

やブラシを使う姿から当番の仕奎にいやいや取り組んでい

るような様子が見られる。ミミちゃんと触れ合いが終わると、

「またね」と友だちのようにミミちゃんに接する。終わり際、

見？けな夕立ゴ仝名を甕ダ忍上烈屯に入れ文保育室j己持2ヱ
_t—,_c:: __う点すゑ様子が見られる。
第3回：
ミミちゃんの農が小屋の外にまで飛んできているのを見て、

どうしてその状況が作られたのか、ミミちゃんの立揚になっ

て想像し、自仕なりの考えを桂っている。野菜を早く切りた

いのか、先生からの指示を待たずに包丁を使おうとする。且こ

杢 Qから主るんだよね Iと自仕の覚えている仕璽を友だち
と確認し合う。ミミちゃんの姿を見付けるとコ笑顔で喜ぶ様

子。先生に教えてもらわなくても、優しいなで方をする。

第4回：

終始ふざける様子が見られる。死ん翌-し-'ゑ毛虫査見付枕ゑ点、⇔

昼立き翌毛先翌毛患ーを叩こう点すゑ。すると、友だちから「だ
め」と注意されやめる様子が見られた。ほうきで遊ぶ様子が

よく見られるが、「ねえュ知ってた？硬すぎるうんちはだめ

だし、柔らかすぎるうんちもだめなんだよ」と>家族から閻
いた話を友だちゃ先生に伝える姿も見られる。友だちがミミ

ちゃんの食事用の野菜を切っていると「かぼちゃって硬いか

ら切りにくいんだよ 1「ニンジンよりも切りにくいよ 1 と伝

旦。片付けの途中、ケージの中にいるミミちゃんの顔を覗

き込み「ばあー」と声をかける姿が見られた。キリンとライ

オンの話をする。「優しくなでてあげるとね、ミミちゃん寝

やすくなるんだよ」また、心臓の位置を言いながら「ウサギ

は心臓が違うんだ」と皆に教える。忠生から「気持ちよさそ

うな顔してるね」と言われ、ミミちゃんの顔を実際に見てみ

ると目が細く見えたのか、「怒ってる、やっぱり！」と発言

する場面があった。

第5回：
エプロンをつけるとすぐにケージの中のミミちゃんのそばま

で丘き「ミミちゃん Iと声を掛けることから、ミミちゃんに
興味を持っている様子がみられた。ネットの上から「いいこ

いいこ」とポンポンと叩いたり、撫でる様子から「早く触り

たい」という思いがあるように見られた。ミミちゃんを優し

く触らないと怖がってしまうことを「ぐってやったらねえ、

ミミちゃん痛がるからね」と保育者に伝えられることができ

る。ミミちゃんを「そろそろ 5歳くらいだからね」と 5歳の
おばあちゃんだと思っている（髭が生えていることからも）。

（注）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿：生命の軽視

図5 Cs児の描画（左：事前右：事後）

担任の解釈：ウサギに表情がでてきた。体がなんとなく

丸くなっているのはウサギに対し可愛いという思いなの

ではないか。太陽が絵の中に加わったことに意味がある

のではないか。晴れていたらポカポカの陽気でミミちゃ

んは元気になるという、飼育を経験してミミちゃんのこ

とを考えた絵だと考えられる。
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Cs児（男児）の言動：

第 1回：
終始言葉を発することがあまりなく、友だちとのコミュニ

ケーションもあまりとらない様子が見られた。友だちがほう

きだけを小屋に持っていこうとした際、ちりとりも持ってい
くか迷う素振りが見られた。ブラシの使い方を先生に教えて

もらっても、力なべ上辺をこするだけの姿が見られた。
第2回：
ブラシ洗い隊になる。 4人のやりたいものが被った時、「変
わってあげてもいい人」と先生から聞かれると何も反応しな

い。譲ってもらう。まず最初に何の掃除用具を準備すればよ
いのかわからず違うものを持ってきたり、プラシとバケツの

水の使い方が間違っていたり、その時の「なぜこの用具を使っ

て掃除をする必要があるのか Iをまだ理解しきれていない姿
が見られた。即回よりュ即のめりに重心をおいてブラシを使
うという力強いこすり方ができていた。ミミちゃんの毛並み

を一定方向に優しく撫でることができる。
第3回：
したい仕事が友だちと被った時、他の友だちに譲ってあげる

ことができる。前回と同様、前に重心をおいて力強くプラシ
でこ主ることができている。ミミちゃんの毛並みの同じ個所

を、同じ触り方で何度も撫でる。
第4回：

終始あまり発言をしない。夏休み前に先生から何度も教えら

れていた「ほうきを一度小屋の中に置いてから他の道具を取
りに行く」という動作ができている。ブラシで小屋の中を磨

く際、ぼ一っと他の仕事を眺めたり、床を広く浅くこすった

りする姿が見られた。

第5回：
活動が始まる前、隣の組の友だちがいることに気付くと、発

言することはないが周りの友だちと同じように一緒にいる様
子が見られ、笑顔も見られた。ちりとりの中のごみをごみ袋

に入れるときに斜めにして入れると綺麗に入ることを先生に

教えてもらう。先生の指示を待たなくても自分からバケツを
小屋の中に持っていくことができる。また、前回に比ベブラ

シを両手で力強くこする使い方ができている。磨き方も、ニ

つの大きな醤を集虫してこするという塵送立に変化してい

た。触れ合い時間、始めは人差し指で触っていたが、先生丘

助言され壬の平全佐でミミちゃんを触ることができた。後半
でミミちゃんが脱走し、友だちと一緒ににこにこ笑顔でミミ

ちゃんを追いかける姿が見られた。友だちにつられ、「ミミ

ちゃん脱走したよー Iと膳の組の友だちに太きな声で畏告す
ゑ姿が見られた。ミミちゃんが脱走したという出来事に対し、
おどけた表情を見せたり笑顔でいたりする姿が見られた。

図6 ら児の描画（左：事前右：事後）

担任の解釈：色もあまり考えることはなく、周りの友だ

ちが絵を描く姿を見て、周りにあわせて描画をするとい

う姿がよくみられる。今回はウサギに表情がついている。

(4) Dグループの幼児

C7児（男児）の言動：

第2回：
糞に対して「汚い」と言ったり、ボウルを洗う際にミミちゃ
んの毛がついていたことに驚ききれいにしようとしたり、汚

いもの・所をきれいにしようとずる意識があるように見られ

る。友だちと一緒に話しながら楽しんで仕事を進める。途中

でダンゴムシを見付けると、［自分登ダ之__?_~ 仝名」ーーーf;_夢中1/iこ＿

埜＿？文＿しまl_:_ま_p_,りーが見え埜ふ埜和＿＿＿夕之＿ゴ仝＿ー：：：：：ーを肌身難登
ず持＿？文_t_索_;:_点翌"--意図世ず烹＿ど在＿＿名が死ん翌＿しま＿＿？た,o
活動の最後に先生から、「ダンゴムシの命も大切にしてほし

い」「飼育の時間は飼育の仕事に専念し、早く終われば好き

な遊びの時間も増える」ということを伝えられる。

第3回：
友だちのエプロンを結んであげることができる。先生の指示

に従い、友だちと協力してプラシ洗い隊の仕事をすることが
できる。途中、小屋の中にアリがいることを確認し動きを止

めるが、自分で仕事を再開することができる。ミミちゃんに

対し雨がやんだということを伝える。先生の指示に従い、撫
で方を確認してミミちゃんに触れる。

第4回：
当番が始まる前、ネットの上からミミちゃんを優しく触る仕

草をし「かわいい」「触りたい」と発言する姿がみられる。

前回やったことを教生先生に正しく教えてあげることができ

る。仕璽をしたことのない友だちにもコ仕更臼容やミミちゃ
んの醤の彪拭直硬い・柔らかい）を優しく教えることができる。
ほうきでごみを集める際には黙々と集中して掃除をする姿が

見られる。友だちがミミちゃんを触る様子を見て、「毛並み
にそってなでてあげるんだよ 1「じゃないとミミちゃん怖が

るよ Iということを伝えることができる。
第5回：
ボウル洗い隊の仕事を友だちと役割分担して取り組む。ボウ
ルを洗いながら、「（このまま洗わないと）うんち、（ミミちゃ

んが）食べちゃうね」と、ミミちゃんの気持ちを考え当番活

動を進める。触れ合うことはできなかったが、ミミちゃんの

食事を観察し、鼻を動かしている様子を見て「鼻、クンクン

してる」「かわいい」「触りたい」など発言をしている。

図7 C7児の描画（左：事前右：事後）

担任の解釈：茶色のミミちゃんを意識している。外枠だ

けで茶色を塗るのを留まったのは、ペンで囲ったことで

ミミちゃんの体の色は茶色、と伝わると思ったのではな

いか。

Ca児（男児）の言動：

第1回：
終始うろうろ歩いたり、好きな遊びの時間が残っているか

（「今何時？」と聞いて時間を確認）尋ねたりする様子が見ら
れた。先生の話も集中して聞くことができず、自分のことを

優先した言動が多く見られる。先生が見ていない間は力なふ
上辺だけでブラシをこすっているが、スイッチが入ると先生

に赦えられた通りのブラシの使い方（両手をつかい低姿勢）

で掃除をする。皆よりウサギと触れ合う時間は短いが、「ど
う？あったかいね。生きとるからね。」という先生からの声
掛けに対し、ミミちゃんを触ると「あったかい」と笑顔になる。

第2.回：
エフロンをつけられないことで先生にやってもらうと、自分

が出来上がったからすぐに飼育活動を始めたい、と他の友だ
ちを待たない様子が見られる。ブラシ洗い隊になる。 4人の
やりたいものが被った時、「変わってあげてもいい人」と先

生から聞かれると何も反応せず譲ってもらう。早く終わらせ
たいのか、「できた」と途中で先生に報告する。目に入った

ものに興味が移るのか、友だちが作業の途中でも「ねえ、ミ
ミちゃんの餌ってこれ？」と先生に尋ねる。前に重心をおい

てプラシを使うことができ、前回より上達している。触れ合

いの時間、「あれ、ここ（毛が）ない」ウサギの毛が多いところ、
少ないところの差があることに気付いた様子。時々、ミミちゃ
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動物飼育体験の教育的効果 (2)

んの顔を覗き込みながら優しく触る。

第3回：
オタマジャクシの話を先生にする。小屋に入ると「今日はあ

んまりうんこしてないなあ」と、ミミちゃんの日頃の様子を

観察し比較した上での考えを発言する。野菜を包丁で切るこ
と、ごみ袋の中にまとめることなど、 1人がする作業に興味
を持ち「したい」とやりたいことを声に出して伝える様子が
見られた。ミミちゃんの触れ合いの時間、 1番にミミちゃん
のもとへ行き、早く触りたいような様子が見られた。先生の
指示がなくても耳の後ろからお尻にかけて撫でることができ

ふわふわしていることに気付く。エプロンを片づける際、ダ
ンゴムシに気をとられる。

第4回：
しっとしていられない姿が目立つ。飼育活動が始まる前に小

屋の中を観察し、「おしっこもいっばいやっとるね」とミミ

ちゃんの尿で小屋の床がたくさん汚れていることに気付く。

プラシ洗い隊が自分一人でやる必要があるとなった時、「1
人じゃやだ」と発言する。小屋の中に入り、「うんこ、くさーい」

国し、「なんかおかしいな一って思った」と 糞が臭い
と気付いたことから、マスクを付け忘れていたことに気付き

皆にマスクを着用するよう呼びかける。小屋の外にいる毛虫

を見付けると「まだ毛虫おる」「うんこ踏んでいい？」と発

言するなど集中力が切れることがよくある。先生の助言を受
けなくても小屋の左端にごみを集めると掃除をしやすいこと

がわかっている。ブラシを使う際、前に重心をおき両手でカ

強くプラシを使うことができる。先生に「ありがとう、きれ

いになった」と終わりを示す言葉をかけてもらっても、旦互狂込
こんなところにも（うんちが）あった 1と掃き残しを見付け

ると最後まで根気強く掃除をする姿が見られた。触れ合いの

時間に、ミミちゃんに向かって「いないいないばあ」をした

りこちょこちょをしたりなど人間と同じような接し方をする
様子が見られた。触る時間が終わると、手についた毛に驚き、

「手、あらう！」と手洗い場まで行く。触れ合いの時間、「ミ

ミちゃんは一？」と藁の家や木を動かしながら探す。「これ（藁

の家）、あったかいの？」先生に聞く。

第5回：
ふざける場面があるが、外に出るとすぐに友だちとボウル洗
い隊になるかブラシ隊になるか自分たちで決めておく。野菜

ボックスを開けるとサツマイモを見付け、「ミミちゃんって

サツマイモ好きなんだよねえ」と皆に確認する。始めの挨拶

が終わり、先生から「ブラシ洗い隊したい人」と尋ねられる

と「は一い 1と元気よく手をあげる。小屋の中に入りながら「う
んこをやるの？」と聞く。レンガを2つとも上に上げ、「うわあ、
（レンガの）下にアリおった」と気付く。自分たちで左端に

ごみを集めることを決め、積極的に掃除をする。「うんち 100
以上あるね」と発言する。「こんなところまで」レンガを上

げた台の上にも糞があることに気付き、「ほんとにでっかい

な。くさーい」「ちょっと（ミミちゃん）かわいいんだけど、
なんかうんこがくさい」と発言する。先生にちりとりを押さ

えていてもらい、ほうきで集めたうんちを優しくちりとりの

中に入れる「うわあー、くさい！めちゃくちゃくさい！」鼻

に手をあてる。友だちが野菜を切ろうとする姿を見て「包丁、

気をつけてねー」と呼びかける。「プラシ取ってくる!Iと
ブラシを率先して持ってくる様子もみられた。床にバケツの

水を撒くと「足りない」と今までの飼育活動時と比較して考
えることもできている。「まだうんち残ってるな一」「どんだ

け（ミミちゃん）おしっこしてるかな一」と発言しながら前
に重心をおいてゴシゴシ床を磨くことができる。「A君、（ミ
ミちゃんが）食べるところ見たい」と、興味をもって観察し

ている。友だちが「どうしておおうち食べるの？」と尋ねる
と、「これ（ボウルに入っている藁）近くにやってあげたら？」

「こっち（ボウルに入っている藁）もおいしいんじゃない？」

と発言する。

図8 C砂もの描画（左：事前右：事後）

担任の解釈：飼育体験後の描画は、ウサギが様々なこ

とをしている。髭があるなど、ウサギのリアルさが出て

きている。ウサギが漫画チックになったのは、普段Cs

児がアニメの話（妖怪ウォッチ）をするなどの影響がで

ているのかもしれない。

考察

飼育体験と生物理解•生命尊重の態度

本研究では、飼育体験における幼児の飼育動物への理

解や生命尊重の態度が、飼育当番活動の中でどのように

変容するかを明らかにするため、対象児の飼育当番活動

を観察し、言動・描画の変化を検討した。その結果、飼

育当番活動を 5回進める中で、動物に対する愛着や理解

が深まっていると思われる対象児の発言や行動が多く見

られた。しかしその変化のパターンは、グループによる

違いが見られた。そこで以下では、グループごとに変化

のパターンを考察する。

(1) Aグループの幼児

このグループは、家庭での動物飼育の経験があり、生

きものが捨てられていたら「とても悲しい」という回答

を選択した幼児である。 Aグループの 2名は、初回から

飼育当番において積極的であり、 5回の飼育体験を通し

てその言動に顕著な変化は見られなかった。担任からの

聞き取りによれば、この 2名は自由遊びの時間にも主体

的に生き物に触れる体験が豊富だとのことである。すな

わち、 Aグループは飼育体験前から生物に対し積極的に

かかわり、生命尊重の意識が高かったために、ウサギの

飼育当番活は子どもの日常の延長線上にある活動であっ

た。そのため、顕著な行動・態度の変化をもたらさなかっ

たと考えられる。

(2) Bグループの幼児

このグループは、家庭での動物飼育の経験はあるが、

事前のインタビューではいきものが捨てられていても

「全然悲しくない」と回答した幼児である。この 2名には、

飼育体験前後の描画の変容に共通点が見られた。

まずウサギの色彩の点で、飼育体験前の描画ではC3

児は肌色のマーカーペンで輪郭が描かれており、 C4児

はピンク色のマーカーペンで体の色を塗られていた。ウ

サギには様々な種類のウサギが存在するが、現実に存在

するウサギの多くは白色、黒色、灰色といった無彩色ま

たは茶色が多い。そういった点では、 Bグループの事前

の描画はウサギの色が正しく表現されていない。しかし
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事後の描画では、無彩色または茶色のマーカーペンで描

かれており、現実のウサギに近い表現になったといえる。

次にウサギの形態・姿勢について、事前の描画では 2

名とも体の位置関係が明確ではなく、一見してどこまで

が体であり顔なのかがわからない。事後の描画では、 2

名とも顔の位置、体がどの方向を向いているか、足の付

け根がどこであるかが明確になっている。

い児の事後の描画には茶色のウサギが 1羽描かれて

いた。飼育体験前の描画には見られなかった 4本足や尻

尾も描出されており、飼育体験をしたことによってウサ

ギについての形態的特徴が捉えられ理解が深まったとい

える。またC4児の事後の描画には、草を食べているウ

サギ、排泄をしているウサギなど、ウサギの生態が表現

されている。また、ボウルに入れられた水が描出されて

おり、飼育当番活動で実際に使ったことがある道具も表

現されている。したがってBグループの 2名は、飼育体

験によってウサギについての生物学的な理解が深まった

と考えられる。

しかし飼育当番中の言動からは、ウサギに対する親愛

的な態度が顕著に深まったという証拠は得られなかっ

た。事後の面接調査でも生命をあまり尊重しない態度に

変化は見られなかった。

Bグループの幼児は、事前のインタビューにおいて生

き物が拾てられていても悲しくないと回答している。し

たがって、もともと生命を尊重する態度がみられないな

い子どもたちであった。家庭での飼育体験はあるが、生

物に対する共感的な関わりは少ないのかもしれない。領

域「環境」の内容に関していうならば、飼育体験は「(2)

生活の中で，様々な物に触れ，その性質や仕組みに興味

や関心をもつ。」という体験ではあったが、「(5)身近な

動植物に親しみをもって接し，生命の尊さに気付き，い

たわったり，大切にしたりする。」という体験にはなら

なかったといえる。すなわち、動物の体の仕組みについ

ズの理解は深まったが、動植物への親しみ⑪ 生命尊重と

し＼う体験にはならなかったのである。このように、生き

に対する親愛感情が低い子どもに対して、親愛感情を

高めたり生命尊重の意識を育てるためには、動植物との

関わり方をもっと工夫する必要がある。

(3) Cグループの幼児

Cグループの 2名は飼育体験前の調査において、「ど

ちらでもない」を選択する傾向が見られた。しかし C5 

児は「生き物が好きですか」の設問において「どちらで

もない」から「はい」という回答へ、「自分より弱い人

や生き物を守ってあげたいですか」の設問において「ど

ちらでもない」から「とても守りたい」へ回答が変容し

た。これに対して C6児は「生き物が捨てられていたら

どう思いますか」の設問において「どちらでもない」か

ら「あまり悲しくない」へ、「生き物を可愛がって大切

にしていますか」の設問において「どちらでもない」か

ら「少し大切にしている」へと回答が変容した。

飼育当番の体験からは、 C5児がブラシでウサギの糞

をきれいに掃除したり、なぜ糞か飛び散ってしまったの

かを考える様子が観察された。また C6児については、

ブラシでうさぎの毛をこすったり、床の糞を力強くこす

り落とすなど、ウサギの生活の世話をする様子が観察さ

れている。

2人の幼児はウサギの生活の世話をしたことによっ

て、「生き物」というものがどのような存在かある程度

理解し、自分の中で生き物を捉えることができるよう

になったのだと考えられる。 Cs児には生物を慈しむ気

持ちの萌芽が見られるが、 C6児の面接調査からは、こ

うした態度の変容は顕著には見られなかった。今まで飼

育経験のなかった幼児が飼育当番活動を体験することに

よって、生物としてのウサギを理解することはある程度

できたが、肯定的な心情の育ちはまだ十分ではないとい

える。

(4) Dグループの幼児

このグループは、家庭での飼育経験はないが、いきも

のが拾てられていたら「とても悲しい」という回答を選

択している。この 2名は、事後の面接調査において全て

の設問で積極的な態度が見られるようになった。その理

由として考えられるのは、ウサギの飼育というよりも生

物の死を経験したことであ。

C i児はウサギの飼育当番の活動中にダンゴムシが死

ぬというを経験した。 C1児は春先に、ダンゴムシの飼

育に熱中する時期があった。飼育活動中にもダンゴムシ

をポケットに入れて携行していたところ、ダンゴムシか

死んでしまうという場面があった。 Cs児は自由遊びの

時間に捕まえてきた生物が死んでしまうという経験をし

た。こうした経験は、 2名の幼児に対してウサギの飼育

よりも強い印象を与えたのではないかと推測される。

濱野 (2008)によれば、「 3~6歳の幼児であっても

死を理解するのは可能」であり、死の概念の理解には飼

育する生き物などの「死別経験が影響する」と考えられ

る。 2名とも生き物に「好き」という愛着を持っていな

がらも、意図せず軽率に命を扱ってしまった体験を通し

て「生き物を大切にするにはどうしたらよいのか」とい

う考えを強く持つに至ったのではないかと考えられる。

したがってDグループの幼児がウサギの飼育を通してど

のような体験をしたのかについては、今回の測度だけで

は考察が困難である。

本研究のまとめ

これまでの議論から、 4つのグループの幼児にとって

ウサギの飼育体験が持つ意味はそれぞれ異なっていたこ

とが推察される。

B• C, Dグループの幼児には、飼育体験の前後で生

物の理解または生命尊重の態度に変容が見られた。 Bグ

ループの幼児は生物への理解か深まったが、生命尊重の

態度は十分に育たなかった。 Cグループの幼児は、むし

ろ飼育体験を通じて生命尊重の態度がある程度育ったと
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